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■N o.： FA-02 

■分類：疲労強度・寿命 

 

 

疲労試験をしないで低サイクル疲労寿命曲線を得ることはできますか． 

 

 

参照 QNo. : FA-04, FA-05, FA-09, FA-14, FA-16, FA-29, FA-32 

 

 

低サイクル疲労領域における疲労寿命を予測する手法として，Manson によって二つの予測式が

提案されている． 
 

・オリジナル共通勾配法(1) 

12.06.06.0
5.3










 f

B
ff N

E
N


                  (1) 

 

・改良共通勾配法(2) 
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ここで，Δεは全ひずみ範囲，εf  は真破断ひずみ，Nf は疲労寿命(通常は，25％荷重低下の繰返し数)，σB

は引張強さ(MPa)，E は縦弾性係数(MPa)である．これらの式を利用すれば，疲労寿命を知りたい材料に

ついて引張試験を行い，σB，εf および E を測定することによって，疲労試験を行わないで疲労寿命曲線を

予測することができる．また，σB，εf および E の値は，文献値を利用することもできる．なお，これらの式は

室温のみならず，高温における低サイクル疲労寿命の予測にも適用できる．その場合の引張試験は高温

で行う．また，極低温までの低温においても，アルミニウム合金について式(2)の有用性が検証されてい

る． 

図 1(a)はオーステナイト系ステンレス鋼（SUS304TP）の低サイクル疲労試験結果と式(1)および式(2)から

予測される疲労寿命曲線を比較した結果である．また，図 1(b)はオーステナイト系ステンレス鋼

(SUS316NG，SUS316L，SUS304TP)とフェライト鋼(SFVQ1A，STS480，STPT410，SFVC2B，SS400)の 8 鋼

種について，試験部直径 8 mm の砂時計型試験片を用いた低サイクル疲労試験結果(3)と式(1)および式(2)

から予測される疲労寿命を比較した結果である．図 1(a)の結果から，オリジナル共通勾配法(1)よりも改良共

通勾配法(2)の予測精度が高いことがわかる．また，図 1(b)の結果から，改良共通勾配法(2)は実寿命に対す

る予測の保守性を有していることがわかる． 
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(a) SUS304TP の試験結果の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 8 鋼種(約 40 データ)の評価精度 

図 1 低サイクル疲労試験結果と 2つのManson 式の比較(3) 
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